
2025 年度後期 授業評価アンケートの結果 

 

2025 年度後期のアンケート回収率は 28.1％ です。 全設問の総合平均点数は 4.06 点

でした。参考として、2025 年度前期のアンケートでは、有効回答数 3,177 件（44.9％）、

総合平均点数は 3.99 点でした。 前期と比較して、回答率は低下したものの、満足度を含

む全体的な評価点数は上昇傾向にあります。 

 

 

 

 
 

 

 

 

◆ アンケート（点数評価）から読み取れる傾向と改善のヒント 

2025 年度後期のアンケート結果を見ると、総合平均点は 4.06 点と、前期（3.99 点）

を上回る高い評価が得られました。 

 特に、「B. 教授手法」（4.27 点）、「C. 教員の対応」（4.26 点）、「F. 満足度」

（4.26 点）のカテゴリは非常に高く評価されています。 

 また、「授業の開始・終了時刻の遵守（Q5）」は 4.38 点と全項目中で最高評価となっ

ており、教員の誠実な授業運営が学生に支持されていることがうかがえます。 

一方で、前期から引き続き「D. 自学・能動的学習」の評価が 3.17 点と全カテゴリ中で

最も低くなっています。 

 特に「授業時間外の学習時間（Q9）」は 2.90 点と極めて低く、授業外での主体的な学

習をいかに促進させるかが依然として大きな課題です。 

 



 
 

 

◆ アンケートの振り返り 

1. 学生が「何を、どのように勉強すべきか」を明確にする取り組みを強化します。 

・復習の実施、Webサイトや新聞を用いた調査課題の提示、および授業内での「具体的な

勉強の仕方」の教示など。 

2. 大人数クラスにおける「私語や遅刻」・「教室の過密状態」への対応 

・私語・遅刻の指導基準を授業内で周知する。教室の収容人数と履修者数に目を配り教

育環境の質を確保する。 

3. アンケートシステムの改修と活用 

・回答率の低下（28.1％）を改善するため、学生がより手軽に回答できる仕組みを再点

検する。 

 

アンケート(記述式を含む)の科目別詳細は、科目担当教員にすべて伝えられており、今

後の授業改善計画に活かされます。 

 


